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－ １ －

１．一般国道２１号関ヶ原バイパスの事業概要

一般国道２１号は、岐阜県瑞浪市を起点とし岐阜市、大垣市等の主要都市を経て、滋賀県米原市に至る延長約１００㎞の

 主要幹線道路です。

 本事業の関ヶ原バイパスは、岐阜県不破郡垂井町日守から不破郡関ヶ原町今須に至る延長１０．４ｋｍのバイパスであり、

 下記の３点を主な目的として事業を推進しています。

 ①交通渋滞の緩和

 

②沿道環境の改善

 

③災害に強い道路機能の確保

一般国道２１号は、岐阜県瑞浪市を起点とし岐阜市、大垣市等の主要都市を経て、滋賀県米原市に至る延長約１００㎞の

 主要幹線道路です。

本事業の関ヶ原バイパスは、岐阜県不破郡垂井町日守から不破郡関ヶ原町今須に至る延長１０．４ｋｍのバイパスであり、

 下記の３点を主な目的として事業を推進しています。

①交通渋滞の緩和

 

②沿道環境の改善

 

③災害に強い道路機能の確保

（１）事業目的（１）事業目的
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標 準 断 面 図
●事業名

 

：

 

一般国道２１号関ヶ原バイパス

●起終点

 

：

 

（起点）岐阜県不破郡垂井町日守

（終点）岐阜県不破郡関ヶ原町今須

●延長

 

：

 

１０．４km

日守～玉

 

玉～今須

 
●道路規格

 

：

 

第３種第１級

 

第３種第２級

 
●設計速度

 

：

 

８０km/h

 

６０km/h

 
●車線数

 

：

 

４車線

 

２車線

 
●都市計画決定

 

：

 

昭和５４年度、昭和５８年度

●事業化

 

：

 

昭和４７年度

●用地着手年度

 

：

 

昭和５５年度

●工事着手年度

 

：

 

昭和５８年度

●前回の再評価

 

：

 

平成１８年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費

 

：

 

４４０億円

●事業名

 

：

 

一般国道２１号関ヶ原バイパス

●起終点

 

：

 

（起点）岐阜県不破郡垂井町日守

（終点）岐阜県不破郡関ヶ原町今須

●延長

 

：

 

１０．４km

日守～玉

 

玉～今須

 
●道路規格

 

：

 

第３種第１級

 

第３種第２級

 
●設計速度

 

：

 

８０km/h

 

６０km/h

 
●車線数

 

：

 

４車線

 

２車線

●都市計画決定

 

：

 

昭和５４年度、昭和５８年度

●事業化

 

：

 

昭和４７年度

●用地着手年度

 

：

 

昭和５５年度

●工事着手年度

 

：

 

昭和５８年度

●前回の再評価

 

：

 

平成１８年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費

 

：

 

４４０億円

（２）計画概要
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－ ３ －

２．費用対効果分析（費用便益比（B/C））
◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝

事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 関ヶ原バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間

 
費用を減じた差額

■走行経費減少便益： 関ヶ原バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却

 
費等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整

 
備（維持・修繕）費、車両償却費等）
関ヶ原バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞に

 
よる損害額等）から、整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損

 
失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的

 
損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■事 業 費 ： 関ヶ原バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費： 関ヶ原バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

便益

費用

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
６０５億円

 

＋

 

８７億円

 

＋

 

４．６億円

６０５億円

 

＋

 

４３億円

６９７億円

６４８億円 ＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１１５億円

 

＋

 

２２億円
＝

１８０億円

１３７億円＝ ＝

１．１

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較
・前回の再評価時

 

全体事業＝１．５

 

残事業＝１．７

 

・今回の再評価時

 

全体事業＝１．１

 

残事業＝１．３

【前回再評価からの主な変更点】

１．３
１６５億円

 

＋

 

１２億円

 

＋

 

２．９億円

1.

 

費用便益分析マニュアルの改訂
①便益算出の検討年数を40年から50年に変更

 

②便益算出に用いる車種別の時間価値原単位等の変更
2.

 

交通流推計に用いるデータの変更
①OD表のベースとなる道路交通センサスを平成11年度から平成17年度に変更
②将来OD表の作成に用いるブロック別・車種別走行台キロの伸び率を変更

3.

 

将来交通需要推計手法の改善
①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）
②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

4.

 

費用便益分析の基準年次を変更（H18→H23）

 

5.

 

暫定供用を考慮



－ ４ －

３．前回評価時との比較表
事 項 前回評価

（H18再評価）
今回評価

（H23再評価）
備 考

全体事業費 ４４０億円 ４４０億円

費用対効果（B/C） １．５ １．１

全体事業 総費用（C） ６５７億円 ６４８億円 費用便益分析マニュアルの改訂

基準年次の変更

暫定供用を考慮

総便益（B） ９７０億円 ６９７億円 費用便益分析マニュアルの改訂
交通流推計に用いるデータの変更
将来交通需要推計手法の改善
暫定供用を考慮

費用対効果（B/C） １．７ １．３

残事業 総費用（C） １６５億円 １３７億円 費用便益分析マニュアルの改訂

基準年次の変更

暫定供用を考慮

総便益（B） ２７４億円 １８０億円 費用便益分析マニュアルの改訂
交通流推計に用いるデータの変更
将来交通需要推計手法の改善
暫定供用を考慮

事業を巡る社会情勢等の変

 
化

国道21号現道の渋滞損失

 
33万人時間/年（H18）

国道21号現道の渋滞損失

 
41万人時間/年（H20）

事業の進捗状況 事業

 

５８％
用地

 

８５％
事業

 

５８％
用地

 

８５％

H18再評価の進捗率を精査
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関ヶ原西町交差点
（主要渋滞ポイント）

現況：H22.10交通量調査 整備あり：交通量推計

交通量が６割減

現道交通量(松尾付近) 現道渋滞損失時間

松尾

※損失時間・旅行速度の算定方法
現況 ：H20プローブデータ
整備あり：交通量推計を基に整備あり・なしにおける渋滞損失時間の

変化率を求め、現況値に乗じて算定。

現況 整備あり

国道21号（今須〔BP合流部〕～新日守）の渋滞損失時間
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－ ５ －

（１ ）事業の必要性等に関する視点（１）事業の必要性等に関する視点

４．評価の視点

①① 交通渋滞の緩和交通渋滞の緩和

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■関ヶ原町内の国道２１号現道では大型車の利用が多く、関ヶ原町中心部で慢性的な混雑がみられ、渋滞損失は年間41万

 
人時間と高くなっています。

 ２）事業の投資効果

■関ヶ原バイパスの整備により、国道21号現道の交通量は松尾付近で１．２万台から５千台と約６割減少し、混雑はほぼ解消

 
すると見込まれます。

 

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■関ヶ原町内の国道２１号現道では大型車の利用が多く、関ヶ原町中心部で慢性的な混雑がみられ、渋滞損失は年間41万

 
人時間と高くなっています。

２）事業の投資効果

■関ヶ原バイパスの整備により、国道21号現道の交通量は松尾付近で１．２万台から５千台と約６割減少し、混雑はほぼ解消

 
すると見込まれます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

7.8万人時間/年km

17.8万人時間/年km

国道21号現道
関ヶ原

バイパス

関ヶ原西町交差点
（主要渋滞ポイント）

～ 5万人時間／年km
5～10万人時間／年km

10～15万人時間／年km
15万人時間／年km～

岐阜県内国道平均
2.7万人時間/年km

関ヶ原バイパス
未供用区間

２）事業の投資効果

図4

 

バイパス整備による現道の交通状況の変化

国道21号現道

渋滞損失時間
41万人時間/年

上り（滋賀県上り（滋賀県→→関ヶ原西町交差点方向）関ヶ原西町交差点方向）

大型車が多い大型車が多い

出典:H20プローブデータ
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４．評価の視点

現況：環境センサス

 

整備時：交通量推計
※現況

 

：国土交通省資料、整備時：交通量推計の交通量及び速度より算定

整備後は要請限度

 
を下回る

現況

 

整備時
（関ヶ原町山中）

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■関ヶ原町内の国道２１号現道は物流車両が多く、大型車混入率が昼間１２時間で約４割、夜間１２時間では約５割に達して

 
おり、大型車の台数も昼間１２時間３千台に対し夜間１２時間で２千台と、昼夜を問わず大型車の通行が多くなっています。

 ■その結果、夜間騒音は72～75ｄBとなっており、関ヶ原町内では全区間で要請限度を超過しています。

■関ヶ原町の中心部では沿道に民家が近接・連担しており、拡幅や防音壁などの設置は困難です。

２）事業の投資効果

■バイパスの整備により、国道２１号現道の交通量は約１．２万台/日から約５千台/日と、約６割減少します。

■その結果、現道で最も騒音レベルが高い区間でも夜間騒音が75dBから65dBに低下し、要請限度を下回ると見込まれます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■関ヶ原町内の国道２１号現道は物流車両が多く、大型車混入率が昼間１２時間で約４割、夜間１２時間では約５割に達して

 
おり、大型車の台数も昼間１２時間３千台に対し夜間１２時間で２千台と、昼夜を問わず大型車の通行が多くなっています。

■その結果、夜間騒音は72～75ｄBとなっており、関ヶ原町内では全区間で要請限度を超過しています。

■関ヶ原町の中心部では沿道に民家が近接・連担しており、拡幅や防音壁などの設置は困難です。

２）事業の投資効果

■バイパスの整備により、国道２１号現道の交通量は約１．２万台/日から約５千台/日と、約６割減少します。

■その結果、現道で最も騒音レベルが高い区間でも夜間騒音が75dBから65dBに低下し、要請限度を下回ると見込まれます。

交通量が６割減

国道２１号現道の夜間騒音は72～75dB国道２１号現道の夜間騒音は72～75dB

②② 沿道環境の改善沿道環境の改善

１）事業を巡る社会情勢等の変化

図5

 

現況の時間帯別交通量と騒音

図6

 

現道の状況

２）事業の投資効果

図7バイパス整備による現道の交通量の変化

図8

 

バイパス整備による現道の騒音の改善

現道交通量（関ヶ原町松尾付近）

現況：H22.10交通量調査

 

整備時：交通量推計

関ヶ原東町
夜間72dB

関ヶ原山中
夜間75dB

西
町
交
差
点

至大垣至米原

夜間の国道２１号現道の状況（関ヶ原西町付近）

交通量：H22.10交通量調査
騒音：環境センサス
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－ ７ －

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■関ヶ原周辺は国道２１号や名神高速道路が通過していますが、地形上降雪が多い地域であり、過去５年間平均で136㎝/

 
年の降雪量があります。

 ■国道２１号現道では急勾配区間や狭幅員区間が存在し、降雪などの異常気象時の走行性・安全性に支障を来しています。

■平成２３年７月の台風６号による集中豪雨時には、名神・新名神・名阪国道・国道１号といった幹線道路は大雨や交通事故

 
による通行止めなどにより、一時は東西を結ぶ幹線道路は国道２１号のみとなったため、東西交通が集中したことにより国

 
道２１号も交通が麻痺状態に陥いりました。

 ２）事業の投資効果

■関ヶ原バイパスの整備により、異常気象時においても円滑な通行が可能となり、また名神高速道路通行止めなどの場合に

 
も代替路が確保され、リダンダンシーが高まります。
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も代替路が確保され、リダンダンシーが高まります。

４．評価の視点
③③災害に強い道路機能の確保災害に強い道路機能の確保

出典：気象庁アメダス(H17-H21)
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バイパス整備後の状況
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降雪量と降雪時の状況

急勾配区間における降雪時の大型車スタック
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－ ８ －

３）

 

事業の進捗状況

■不破郡垂井町日守～国道３６５号間（Ｌ＝６．１ｋｍ）は暫定２車線供用済みです。

■事業進捗率は５８％、用地取得率は８５％に至っています。（平成２２年度末）

（参考）前回評価時：

 

事業進捗率は５８％、用地取得率は８５％

３）３）

 

事業の進捗状況事業の進捗状況
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事業進捗率は５８％、用地取得率は８５％

４．評価の視点

（２）事業の進捗の見込みの視点（２）事業の進捗の見込みの視点

■国道３６５号～不破郡関ヶ原町今須（Ｌ＝４．４ｋｍ）は、平成２８年度以降の供用を予定しています。■国道３６５号～不破郡関ヶ原町今須（Ｌ＝４．４ｋｍ）は、平成２８年度以降の供用を予定しています。
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関ヶ原バイパス位置図
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－ ９ －

２）代替案立案等

■関ヶ原バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

 
沿道環境の改善、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難で

 
す。

 

２）代替案立案等

■関ヶ原バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

 
沿道環境の改善、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難で

 
す。

４．評価の視点
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点（３ ）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

５．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存ありません。

今後の事業実施にあたっては、県内における他の直轄道路事業の進捗状況や優先度を踏まえ、本県と十分な調整を

 していただくとともに、コスト縮減の徹底をお願いします。
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－ １０ －

（１）事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■大型車の利用が多く慢性的な渋滞がみられ、渋滞損失は年間41万人時間に達する。

■夜間も大型車の利用が多く、現道の夜間騒音は72～75dBとなっており、要請限度を超過している。

■過去５年間平均で136㎝/年の降雪量があり、降雪時には急勾配区間における大型車のスタックなどが発生している。

２）事業の投資効果

■関ヶ原バイパスの整備により、現道の交通量は１．２万台から５千台と約６割減少し、混雑は解消すると見込まれる。

■大型車がバイパスに転換することにより、現道の夜間騒音が75dBから65dBに低下し、要請限度を下回ると見込まれる。

■緩勾配・広幅員のバイパスに交通が転換することにより、異常気象時にも円滑な通行が可能となり、リダンダンシーが高

 
まる。

 ■費用便益比（Ｂ／Ｃ）

 

事業全体の投資効率性の評価

 

＝

 

１．１

３）事業の進捗状況

■全体の事業進捗率は５８％（平成２２年度末）

■用地取得率は８５％（平成２２年度末）
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１．１

３）事業の進捗状況

■全体の事業進捗率は５８％（平成２２年度末）

■用地取得率は８５％（平成２２年度末）

６．対応方針（原案）

（２）事業の進捗の見込みの視点

■国道３６５号～不破郡関ヶ原町今須（Ｌ＝４．４ｋｍ）は、平成２８年度以降の供用を予定。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進

■関ヶ原バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

 
沿道環境の改善、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困

 
難である。

 

（２）事業の進捗の見込みの視点

■国道３６５号～不破郡関ヶ原町今須（Ｌ＝４．４ｋｍ）は、平成２８年度以降の供用を予定。
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■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進

■関ヶ原バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

 
沿道環境の改善、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困

 
難である。

平成１８年度の事業評価監視委員会から一定期間（５年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

以上のことから一般国道２１号関ヶ原バイパスの事業を継続する。
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